大井広 介と いふ 男 

—— 並びに 註文 ひと つ の 事 Hi 

坂 口 安吾 



で 「現代 文学」 の 同人に なること を 承諾した。 

その後、 大井 君の 家へ 始めて 訪ねた ところが、 裏 長 

屋に 永住して 借金と りと 口論ば かりして 暮 して ゐる壮 

士 だと 思って ゐ たのに、 堂々 たる 大 邸宅の 主人公 だつ 

たので 呆れて しまった。 と、 僕の 目の前へ、 冬 だとい 

ふのに シャツ 一 枚の やうな 軽装で、 娘が 網と びの 緦を 

ふり 廻しながら 飛び だして 来たので、 噴き だしてし ま 

つたね。 ある 日、 大井 夫人が 僕に 向って、 うちの 陣平 

(長男) は 子供の くせに 読書が 好きで 一 日に 三 冊 も 本 

を 読む の で 困ります。 ェ ラブ 鰻 だ の ベ ー リング 海 だ の 

私の 知らない ことまで 知って ゐて、 あんな 厭ら しい 奴 



な 暗記し 浅 草の 刀屋へ 註文して 立 廻りの 竹光 や 槍 を 何 

本と なく 作らせて 毎朝 夕の 食事 毎に 食堂で 鉢巻し めて 

立 廻りの 稽古に 余念 もな く、 一 日に 三十 枚 ぐら ゐづ、 

葉書 を 書き、 来客の 顔 を 見れば 得たり とば かり 一 分 間 

に 六 万 語づ、 喋り はじめ 三時 間 目ぐ らゐ になって やう 

やく 彼の 喋って ゐる ことが 少し 分り かけて くる。 尤も、 

僕 はゥム /\ と 合の手 を 入れて はゐ るが 実は てんでき 

いて は をらぬ。 かう いふ 不思議な 人物が どの やうな 手 

法に よって この 世に 現れる に 至った かとい ふこと に 就 

て は 僕の 甚だ 知りたい ところで ある けれども、 大井君 

のお 母さんに ゥッ カリ 彼の 少年 時代 の 教育法な ど 尋ね 



よう ものなら、 得たり とば かり 之 又 一 分 間 六 万 語づ、 

六 年間 もた てつ > けに 喋られて しま ふ。 生命に か、 は 

る 問題 だから ゥ カツな こと はき かれぬ。 単純 怪奇、 手 

に 負へ ぬ 家族達で ある。 

剣劇の 俳優、 レビ ュ— ガ— ル、 どんな 大部屋の 大根 

役者で も 大井広 介に きけば たちどころに 名前が 分る。 

すもう 

映画俳優、 三段目 以上の 角力、 真田 十 勇士、 なんでも 

知って ゐる。 僕の 住む 矢 口の 渡し 界隈に ザリガニが 繁 

殖しザ リガ 一 一 料理 は 西洋で は 最高級 の ひとつ だとい ふ 

話で あるが どんな 料理で あらう か。 僕 は 辞書 を 調べた 

が 分らぬ。 と 物知りの ある 先生が それ は 君 「歴史 は 夜 



外の ことな ど 語らぬ のが 純粋 だと 思って ゐ るら しいが、 

之 は 逆 だと 僕 は 思 ふ。 真に 文学に 生きて ゐ るなら、 生 

活 の 全部が 文学 にならねば ならぬ 害、 いは ゆる 文学 だ 

けし か 扱へ ぬの は 生活の 全部が 文学で ない 証拠で、 ァ 

マチュアに すぎぬ と 僕は考 へて ゐる。 本因坊 秀哉 がう 

まいこと を 言って ゐる。 玄人の 碁 打と 素人の 碁 打と ど 

こが 違 ふかと 言へば、 玄人 も 素人 も 同じぐ らゐ 練習し 

同じ 生活して ゐ るの だが、 た、 V 玄人 は、 三面記事 を 読 

ん でも 相撲 を 見ても 料理 を 食っても、 それ を 常に 碁に 

結びつけて 考 へる。 生活の すべて を 碁に 結びつけて 考 

へて ゐる。 それだけが 玄人と 素人の 違 ふ 所 だ。 と 言つ 



がよ い。 文学の 立場から 芸談 風に ふれるなら、 話は自 

ら又別 だ。 宮本武 蔵 は 剣の 奧儀 によって 「芸」 を 会得 

し 処世の 秘奥 を 会得した。 之 即ち 傑人で ある。 文学の 

奥 儀 を 会得 すれば 相撲の 奥 儀 も 自ら 会得 出来る であら 

う。 文学者 は 文学 を 会得して ゐ るから 値 打が ある。 文 

学者が 相撲の 名人に なっても 値 打に はならない よ。 大 

井 広 介 は 文学 を 会得すべし。 さう ではない か。 独断の 

かたまり とな リ、 痛々 快々 な 新型 を あみだして 貰 ひた 

いと 僕 は 思^。 
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